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福野神明社所蔵《北野社頭阿国歌舞伎図屏風》の 
美術史的意義について
村 木 桂 子
The Art Historical Significance of the Kitano Shrine and  
Okuni-Kabuki Screen (six-fold screen, in the possession of  
the Fukuno Shinmeisha Shrine, Toyama Pref)
MURAKI Keiko
	 This	painting	shows	not	only	views	of	the	Kitano	Shrine	in	Kyoto	after	it	was	
repaired	by	order	of	Hideyori	Toyotomi	but	also	the	lively	scene	around	the	tempo-
rary	 theater	erected	near	 the	shrine,	where	 the	play	of	Okuni-Kabuki	 is	being	
performed.	It	used	to	form	a	pair	of	six-fold	screens	with	another	painting	repre-
senting	some	of	the	noted	spots	of	the	Higashi-yama	（the	Gion	Shrine）	in	Kyoto.
	 The	purpose	of	this	paper	is	to	consider	the	art	historical	significance	of	“the	
Kitano	Shrine	 and	Okuni-Kabuki	Screen”	while	 focusing	on	 the	 image	of	 the	
staffage	person.	Through	analysis,	 this	painting	shows	numerous	pious	people	
visiting	the	Kitano	Shrine	and	it	seems	that	the	painting	as	depicted	is	filled	with	a	
religious	atmosphere	rather	than	one	of	a	pleasure	trip.
キーワード：近世初期風俗画（Genre	paintings	of	early	Edo	period）、洛中洛外図
（Scenes	in	and	around	Kyoto）、北野社頭図（Scenes	in	Front	of	Kitano	
Shrine）、阿国歌舞伎図（Kabuki	performance	by	the	Actress	Okuni）
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はじめに
　富山県南砺市の福野神明社に伝わる《北野社頭阿国歌舞伎図》（図 1、以下神明社本と称す）
は、紙本金地著色、縦80.5cm、横257.0cmの小ぶりの六曲一隻屏風である。画面左上から右下
にかけてたなびく金雲で対角線状に画面を二つに分割し、右上に北野天満宮を、左下には歌舞
伎小屋を描く。第一扇から第四扇にかけて、回廊をめぐらせた本殿、多宝塔、忌明塔、影向松
など境内の景観を詳細に描き、影向松の奥、第五扇の上部には、北野の経堂もみえる。また、
第二扇下部には、北野社の東門の傍らにあった右近の馬場での調馬の様子を描く。一方、第五
扇、第六扇には、竹矢来をめぐらせた歌舞伎小屋で阿国歌舞伎が上演されている様子を描いて
いる。
　本図については、《京名所図屏風》（滴翠美術館蔵）の左隻と同図様であることから、かつて
は、祇園社と四条河原の歌舞伎図を描くものと対をなす六曲一双屏風であった可能性が指摘さ
れている1）。また、小林忠氏は、本図を『国華』914号で初めて紹介した際に、詳細な図様解説を
行っている。その後、小沢弘氏は、複数の「京名所図」について、木村重圭氏は《北野社頭・
四条歌舞伎図屏風》（個人蔵）について論じる際に、神明社本を比較対象に選び、それぞれ作品
の全体像や制作年代について論じている2）。ただし、神明社本がどのような美術史的な意義を持
っているのかについては、これまで踏み込んだ議論はなされていない。
 1）	 小林忠「北野社頭阿国歌舞伎図」『国華』914号、1968年、24頁。
 2）	 小沢弘「〈京名所図〉屏風雑考」『日本美術工芸』483号、1978年、木村重圭「北野社頭・四条河原歌舞伎
図屏風」『日本美術工芸』495号、1979年参照。
図 1　《北野社頭阿国歌舞伎図》（紙本金地著色、六曲一隻、福野神明社、富山県）
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　そこで、本論では、画中に描かれた点景人物に焦点を合わせることによって、神明社本が、
「北野社頭図」と呼ばれる系譜のなかで、どのような性格を持つものとして位置づけられるのか
を明らかにすることを目的とする。
　そのために、第一章では、中世から近世初期までに北野社を描く「北野社頭図」について、
絵巻、参詣曼荼羅図、風俗図の三つの系譜を確認する。第二章では、風俗図の系譜をさらに二
つに分け、「洛中洛外図」系から、A《洛中洛外図》（歴博甲本、国立歴史民俗博物館蔵）、B《洛
中洛外図》（旧山岡家本、京都国立博物館蔵）、また「名所遊楽図」系から、C《京名所図屏風》
（サントリー本、サントリー美術館蔵）、D《北野社頭遊楽図》（三井本、三井銀行本店蔵）を選
んで、北野社の建物の配置および歌舞伎小屋を比較分析することによって、神明社本が慶長十
二（1607）年の改修後間もない時期の景観を描いていることを指摘する。第三章では、点景人
物のうち、拝殿の参拝者、少年参拝者の一行、忌明塔の前で宴をする人物に焦点をあて、（D）
《北野社頭遊楽図》（三井本）の図像と比較分析することによって、神明社本が神仏への誓願、
子どもの成長の祈願、父母への供養といった参拝者の強い信仰心を重視して描いていることを
指摘する。おわりに、近世初期に出現した名所遊楽図は、聖地・霊場を名所化し、現世を謳歌
する人々を表象するものであったが、神明社本は、聖地・霊場を巡るように描かれる参拝者や
老若男女の篤い信仰心を強調して描いている点において、北野信仰を持つ人々に向けて描かれ
た参詣曼荼羅的性格を合わせ持った風俗図であることを明らかにする。
1 　「北野社頭図」の系譜
　京都洛北の北野天満宮（北野社）は、「北野天神縁起絵巻」などの中世の絵巻をはじめとし
て、近世初期に制作された「北野社参詣曼荼羅図」や「洛中洛外図」など、ジャンルや機能の
異なるさまざまな作品に描かれた。本論では、北野社とその周辺の景観を描いた絵画を「北野
社頭図」と呼ぶことにし、その画面構成や空間構成の点で、絵巻、参詣曼荼羅図、風俗図の三
つの系統に分類し、主要作品を時系列に並べて、「北野社頭図」の系譜を確認することとする。
　一つは絵巻の系統で、十三世紀に菅原道真の生涯と北野天満宮創建の由来や霊験譚を描いた
《北野天神縁起絵巻》（1219年頃、承久本、北野天満宮蔵）をはじめとして、天神信仰の広がり
とともに盛んに制作され、二十種以上の現存作品が知られている。このほか、本願寺三世の覚
如の伝記を描いた《慕帰絵詞》（1351年制作、西本願寺蔵）巻六では、1321年に覚如が北野社に
参籠する様子が描かれ、また《隆房卿艶詞》（十三世紀、国立歴史民俗博物館蔵）第四段では、
藤原隆房が参詣する様子が描かれており、いずれも物語の一場面として中世の北野社が登場す
る。これらは、詞書とともに物語が進行し、巻き拡げて画面が展開するという絵巻特有の性格
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上、物語の状況に応じて建物や塀の一部を描くため、北野社の全容を一画面に収めて描いてい
るわけではない。また、そのため建物の配置や方角なども曖昧で正確さに欠ける傾向がある。
　二つめは参詣曼荼羅図の系統で、室町時代に制作されたという《北野社参詣曼荼羅》（図 2、
絹本著色、125.8cm×73.3cm、北野天満宮蔵）が代表作例である。縦長の掛幅で、上部の山に
は五つの円相が浮かび、右から不動、金輪、薬師、愛染明王、慈恵大師を配している3）。中央の
檜皮葺の本殿には、衣冠束帯に笏を持った菅原道真（天神）の姿を大きく描く。紅梅が咲く拝
殿前の斎庭には、跪いて祈る男性や、連れだって参拝する女性、子ども、庭を掃く神官などを
描いている（図 3）。表門の南（画面下）には、貴人の参詣者のものとおぼしき駿馬を描き、そ
の下の朱塗りの鳥居の左手には、五輪塔の先端がみえる。また、社殿の左、つまり西側には末
社を描き、その名称を墨書で逐一記している。このように北を上にして画面上部に山、中央部
に本殿、下部には参詣者を描く空間構成は、参詣曼荼羅図に共通するものである。このように
本殿の左右に回廊をめぐらし、南側に三光門、多宝塔を配し、本殿の北東に袴腰のある鐘楼を
描いた景観は、慶長十二（1607）年の豊臣秀頼による再建後の結構と類似している。それゆえ、
このような建物の配置を一見すると、近世初期に制作された「洛中洛外図」と同様に、秀頼に
よる再建後の慶長十二（1607）年以降の景観であると考えたほうが妥当である。ところが、中
世の北野社の参拝順路を記した「神紀」（応永十四年）によると、「中門」、「門内御塔」の記述
がみえ、中世においても中門と塔があったことが知られる4）。さらに、この《北野社参詣曼荼羅》
（図 2）の画絹が室町期の特徴を備えていることから、本図の図様は慶長期をはるかに遡る中世
の景観を示した可能性がある5）。
　三つめは風俗図の系統で、十六世紀半ばから十七世紀中頃にかけて、近世初期風俗画とよば
れる分野で多くの作品が制作された。とりわけ政治的対立を軸にして都の景観を六曲一双屏風
に描いた「洛中洛外図」は、次第に神社仏閣などの名所における遊楽をクローズアップして描
く「名所遊楽図」ともいうべきジャンルを生み出した。北野社を描く風俗画の系統では、管見
の限り「洛中洛外図」は43点ほど、「名所遊楽図」は20点ほどが確認できる。なお、「洛中洛外
図」の空間表現の定型として、北野社は西を上にして、つまり東から眺めた結構で描かれてい
 3）	 大阪市立博物館編『社寺参詣曼荼羅』平凡社、1987年、202頁、作品解説参照。
 4）	 同前（202、214頁）参照。福原敏夫氏による概説では、社寺の景観年代を考察する場合、参詣曼荼羅に
は実景的部分とあるべき理想の景観、再建前の盛時の景観、また縁起絵的要素が混在しているため、制作
年代の同定を難しくしていると述べている。
 5）	 岩鼻道明「絵図にみる北野社の景観変遷―北野社参詣曼荼羅の制作年代をめぐって―」『村山民俗』
12号、1998年、32頁。
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図 2　《北野社参詣曼荼羅》（北野天満宮蔵）、書きおこし図は『社寺参詣曼荼
羅』（平凡社、1987年、202頁）より転載
図 3　《北野社参詣曼荼羅》部分　拝殿の参詣者
300
る。「洛中洛外図」から派生した「名所遊楽図」においても、画面の大きさに違いはあるもの
の、この空間構成を踏襲している。さらに、風俗画に描かれた北野社は、慶長十二（1607）年
の再建の前と後の景観を描く二つのパターンに分けられる。また、「名所遊楽図」には、慶長八
（1603）年に出雲の巫女阿国が北野社で歌舞伎踊りを披露した出来事を描いた「阿国歌舞伎図」
を「北野社頭図」と組み合わせるものが出現した。風俗図系統の社頭の配置については第二章
で詳しく述べることとする。
2 　神明社本の景観年代について
⑴　「北野社頭図」諸本の景観年代
　ここでは第一章で確認した「北野社頭図」のうち、風俗画の系譜に連なる主要な作品、すな
わち「洛中洛外図」系からA《洛中洛外図》（歴博甲本）、B《洛中洛外図》（旧山岡家本、京都
国立博物館蔵）の二点、「名所遊楽図」系からC《京名所図屏風》（サントリー本）、D《北野社
頭遊楽図》（三井本）の二点を取り上げ、北野社がどのように描かれているのかを順に確認した
うえで景観年代を推定し、それとの比較を通して神明社本の景観年代を考察し、「北野社頭図」
の系譜のなかで神明社本の位置づけを試みることとする。
A　《洛中洛外図》上京隻（歴博甲本）
　現存最古の洛中洛外図である歴博甲本（図 4）は、上京隻に将軍邸を、下京隻に御所を配し
て公武の権力を対峙させた、いわゆる第一定型とよばれる初期洛中洛外図の典型である。第一
章で述べたように、北野社は上京隻第三扇から第四扇の上部に、西を上にして、東側から眺め
た景観として描かれている。
　画面右手では、本殿と拝殿を工字型に配し、檜皮葺の屋根をもつ権現造の社殿がみえるが、
この権現造は平安時代から北野社の社殿の伝統様式として知られているものである。拝殿前に
は紅梅が咲き、本殿と拝殿の周囲には塀をめぐらして、東門、表門を設けている。塀内の東側
には蔵があり、本殿の北東隅には切妻板葺の鐘楼が、さらに本殿の右上には、地主神や末社を
図 4　A《洛中洛外図屏風》上京隻部分　北野社（歴博甲本）
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祀った朱塗りの柱の祠が見える。一方、四脚門である表門の南方には、朱塗りの一の鳥居と影
向松がみえ、鳥居の西側には五輪塔と石鳥居が描かれている。さらに影向松の奥にある建物は、
貼札から北野の経堂（経王堂）であることがわかる。
　歴博甲本の景観年代については、上京隻に描かれた将軍邸が、大永五（1525）年に足利義晴
（1511～50）によって造営された柳原御所であると指摘されていることから、大永五（1525）年
から天文四（1535）年頃の京都の景観を描いたものといわれている6）。また、延徳二（1490）年
に足利義視によって破壊された小川御所であるという意見もあり、この説に従えば景観年代は
さらに遡ることになる7）。いずれにしても、歴博甲本は、室町時代の1530年前後の景観を描いて
いるといえるだろう。
B　《洛中洛外図》（旧山岡家本、京都国立博物館蔵）
　旧山岡家本（図 5）は、現在片隻の六曲一隻のみが伝わる。中央に大きく二条城を描いてい
ることから、本来は右隻に豊臣の象徴である方広寺大仏殿を、左隻に徳川の象徴である二条城
を配した六曲一双屏風に当時の政治的緊張を描いた、いわゆる第二定型とよばれる画面構成で
あると思われる。中央にひときわ大きく描かれた二条城の右上に北野社があり、歴博甲本と同
様に西を上にした画面構成である。
　旧山岡家本では、歴博甲本と比較すると、権現造の社殿は共通するが、新たにモチーフを付
け加えている。すなわち、拝殿の両脇に楽の間を設け、そこから拝殿前の斎庭を回廊で囲み、
南側に三光門を設け、表門の右に多宝塔を描き、本殿の背後に十二末社を設けている。このほ
 6）	 東京国立博物館『特別展　京都―洛中洛外図と障壁画の美』2013年、21頁。
 7）	 同前参照。
図 5　B《洛中洛外図》部分　北野社（旧山岡家本、京都国立博物館蔵）
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か、東門脇にある右近の馬場では、調馬の風景を新たに描いている。また変更点としては、東
門の傍らにある鐘楼が、切妻板葺から入母屋檜皮葺で袴腰のある楼造になっていること、忌明
塔、石鳥居が描かれていないことが挙げられる。回廊や三光門を伴う社殿の構成は、慶長十二
（1607）年に完成した秀頼の再建の際に採用されたものであり、さらに「おおらかな人物描写や
的確な筆致から、慶長中期をすぎるころの狩野派正系の画家の手になる作品である」との指摘
を踏まえると8）、本図の景観年代は、慶長十二（1607）年十二月以降のごく早い時期と考えるこ
とができる。
　なお、この旧山岡家本では、北野社の下に歌舞伎小屋（図 6）を描いている点で、同じく歌
舞伎小屋を描いた神明社本との関連が考えられるため、ここで詳しく見ておきたい。この歌舞
伎小屋は、竹矢来に蓆をかけた外囲いに鼠木戸を設け、その上には阿国を象徴する紋といわれ
る下がり藤の紋を染め抜いた幔幕を張っている9）。桟敷席はなく、緋毛氈に坐る観客は、老若男
女を問わず熱心に舞台に見入っており、飲食やおしゃべりに興じる人物は見あたらない。舞台
の上には、目付柱を背にして、長刀を肩に担ぎ、扇で口元を覆った男装の女性が見える。当時
特異な扮装をして町を闊歩していた流行のかぶき者に扮しているのだろう10）。このほか、白布で
髪を覆った茶屋のおかみ、肩衣姿の男を描いていることから、阿国が始めた「茶屋あそび」が
 8）	 京都国立博物館編『洛中洛外図』角川書店、1966年、55頁、作品解説参照。
 9）	 小林忠「歌舞伎図概観」『歌舞伎』（近世風俗図譜　第10巻）小学館、1983年、73頁。
10）	 服部幸雄「初期歌舞伎の一画證について―大和文華館本『阿国歌舞伎草紙』考―」『大和文華』第45
号、1968年参照。
図 6　B《洛中洛外図》部分　歌舞伎小屋（旧山岡家本、京都国立博物館蔵）
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上演されていることがわかる11）。
　阿国と北野社の関わりについては、詞書をともなった現存最古の歌舞伎図といわれる『國女
歌舞妓繪詞』（奈良絵本、	慶長年間頃、京都大学附属図書館蔵）に次のような記述がみえる12）。
すなわち、出雲大社の神官が謡曲風に語る冒頭部分で、娘の国に歌舞伎踊りを習わせて都に上
らせたことを述べ、つぎに「あまみつ神にぞまいりける。いかに申し候。今日は正月廿五日き
せんぐんしゆのしやさんのおりからなれば、かぶきおどりをはじめばやとおもひ候。まづまづ
ねんぶつおどりをはじめ申さう」と語るのである。つまり、阿国が北野社に詣でた正月二十五
日は、誰もが詣でる縁日の日だから、ここで歌舞伎踊りを始めようというのである。この日は
菅原道真が薨去した日で、北野社にとってとりわけ重要な祭日であり、多くの参詣者で賑わっ
たことが想像できる。このように北野社の境内では、阿国により歌舞伎踊りがはじめて行われ
たのであるが、『國女歌舞妓繪詞』は正月二十五日とするのみで、その年代については語ってい
ないのである。
　そこで、鹿苑僧録の公用日記である『鹿苑日録』をみると、慶長九年正月廿二日条に「於北
野参会、抃躍之妓女一覧。」、さらに慶長十年五月廿日条には「定而北野参詣、カブキノ見物具
行。」という記事がある13）。これは、北野社の境内において、慶長九（1604）年正月に北野社の
境内でややこ踊りが行われ、翌慶長十（1605）年五月には歌舞伎の興行が行われ、鹿苑院の院
主が歌舞伎見物のために北野天満宮に参詣に出掛けたことが知れるのである。北野社といえば、
室町時代には足利義満、足利義教ら室町幕府の将軍による法楽連歌会や、天皇や公家による法
楽和歌会が盛んに行われたことが記録に残るが、これらは参籠をともなう催しであった。とく
に慶長期には毎年一回ないし三回、法楽和歌会が行われていたことが知られている14）。そのよう
な状況下で、鹿苑僧録を務めた極めて高位の僧侶が歌舞伎見物に訪れた記録は、画中人物を読
むうえで興味深い。
　このほか、作者に伊勢亀山藩主松平忠明の伝称をもち、安土桃山時代から江戸初期までの諸
11）	 田沢裕賀『遊楽図と歌舞伎図』（日本の美術483号）至文堂、2006年、35～36頁。
12）	『國女歌舞妓繪詞』（奈良絵本、	慶長年間頃、京都大学附属図書館蔵）は、以下のURLを参照した。
	 https://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/okuni2/jpn/okuindxj.html（2017年 8月 3日アクセス）
	 　宮島新一『風俗画の近世』（日本の美術、至文堂、2004年、34頁）は、画中に描かれた肩衣の形状から、
歌舞伎図の先後関係を①京大本「国女歌舞伎絵詞」、②梅玉本「歌舞伎草紙」、③京博本「阿国歌舞伎図屏
風」（六曲一双）、④徳川本「采女歌舞伎草紙」としている。
13）	 辻善之助編『鹿苑日録』第 4巻、太洋社、1935年、156、248頁。
14）	 北野社参籠および法楽連歌会、法楽和歌会の記録については、東京大学史料編纂所ホームページの「大
日本史料総合データベース」で検索した。
	 http://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller	（2017年10月 5日アクセス）		
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国の情勢や諸大名の興亡、江戸幕府の政治について綴った『当代記』には、阿国の歌舞伎踊り
についての記述が散見する15）。
『当代記』巻三　慶長八年四月条
此頃、かふき躍と云う事有り、是は出雲神子女　［名は国、但し好女に非ず］　仕り出で、
京都へ上る。縦ば異風なる男のまねをして、刀・脇指・衣装以下殊相異、彼男茶屋の女と
戯る体有難したり。京中の上下賞翫する事斜めならず。伏見城へも参上し度々躍る。其後
これを学ぶかふきの座いくらも有て諸国へ下る。但、江戸右大将秀忠公は終に見給はず。
（［　］は割註）
『当代記』巻四　慶長十二年二月廿日条
国と云うかぶき女、江戸に於てをどる。先度の能のありつる場にて勧進をす。
　この記述からは、阿国が慶長八（1603）年四月に歌舞伎踊りを披露したことが記されている。
その内容は、刀や脇指をさし、奇抜で派手な衣裳を身につけて男性に扮した阿国が茶屋の女役
の女性と戯れるもので、小歌にあわせて踊り、即興的な演劇を行ったもので、都の人々が貴賤
の上下なく鑑賞し、これまで見たことがないほど素晴らしいと絶賛し、大評判になったという。
これらの記述から、この時上演された演目は「茶屋遊び」であったことが知れる。また正確な
月日は定かではないが、この頃何度か伏見城に招かれて歌舞伎踊りを披露したという。旧山岡
家本、サントリー本、神明社本に描かれた歌舞伎の場面をみると、この「茶屋遊び」の一場面
を描いていることが確認できる16）。さらに歌舞伎は、その後阿国を模倣した一座が幾つも現れ、
江戸へ急速に広まっていった様子が記されている。
　また、『当代記』巻四、慶長十二（1607）年二月二十日の記事で、京都から江戸へ進出した阿
国が勧進歌舞伎を行った場所は、江戸城内に設けられた能舞台であったといい、そこでは、阿
国が歌舞伎を興行する一週間ほど前に、観世流、金春流が勧進能を行ったことが知られる17）。こ
15）	『史籍雑纂』第 2巻、国書刊行会、1911年、「当代記」慶長八年四月条は81頁、慶長十二年二月廿日条は
100頁参照。
16）	 服部幸雄「初期歌舞伎の一画證について―大和文華館本『阿国歌舞伎草紙』考―」（前出）参照。
17）	『史籍雑纂』第 2巻（前出、99頁）の「当代記」巻四、慶長十二年二月十三日条には、「二月十三日より
江戸本丸と西の丸の間にて、観世今春勧進在レ之、両御所桟敷あり、同諸大名さ敷在レ之、知行役と云々、
但一間に付永楽一貫文なり、」と記している。
305福野神明社所蔵《北野社頭阿国歌舞伎図屏風》の美術史的意義について	
の記事は北野社が再建中の出来事で、このことは、阿国が北野社の社殿建立のための勧進と何
らかの関わりを持っていた可能性を示唆している。また、当時の歌舞伎が能舞台を用いていた
ことや、上演の目的が勧進であったことが明らかである。したがって、旧山岡家本、後述する
サントリー本、神明社本に描かれた歌舞伎図は、北野社の境内をともに描いていることから、
歌舞伎を単なる新奇な遊芸としてではなく、宗教的色彩を帯びたものとして表象しているとい
えるだろう。
　以上のような阿国の歌舞伎の動向を考え合わせると、旧山岡家本の景観年代は、慶長十二
（1607）年から慶長十九（1614）、元和元（1615）年頃までの間と推定したい。
C　《京名所図屏風》左隻（サントリー美術館本）
　サントリー本（図 7）は、画面左上から右下に金雲がたなびき、第一扇から第四扇の上部に
北野社を描き、社殿の下には歌舞伎小屋を描く。また、第五扇に影向松と、その後方第六扇に
北野経堂を描く。北野社の描写をみると、本殿と拝殿を石の間で繋いだ権現造りに檜皮葺の社
殿、およびその東隅には、旧山岡家本と同じく、入母屋檜皮葺で袴腰のある鐘楼がある。また、
拝殿の前には石灯籠を配し、拝殿の西には祠がみえる。四脚門の表門から南に進むと、影向松
のあたりで、調練する武士の姿がみえることから、ここが右近の馬場であることを示しており、
影向松の下では武士を含む男女の一団が踊りに興じている18）。また、画面左の経堂には、参詣者
18）	 京都国立博物館編『洛中洛外図』（角川書店、1966年、74頁）京名所図の作品解説参照。
図 7　C《京名所図屏風》左隻、紙本金地著色、149.2cm×329.2cm（サントリー美術館本）
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や巡礼が思い思いに休息している様子を描く。このようにサントリー本には、回廊や三光門が
見出されないことから、慶長十二（1607）年十二月以前の北野社の景観を描いていると考えら
れ、これが本図の下限となりうる。では景観年代の上限はといえば、歌舞伎小屋の表現が手掛
かりになるだろう。旧山岡家本と同様に下がり藤の幔幕を張り、能楽の囃子を踏襲しているな
ど、前述した阿国の初期歌舞伎との類似点から、慶長八（1603）年以降であることは間違いな
い。ところで、歌舞伎図のなかには、小屋の櫓に鑓（三つ道具）を備える例があるが、絶対で
はないものの、鑓の向きでおおよその年代を判定することができるという19）。ただし、本論で取
り上げる歌舞伎小屋はいずれも櫓や鑓がない最初期の形状であるため、サントリー本は慶長八
（1603）年四月から慶長十二（1607）年十二月までの時期の景観を描いたものであると推定する。
D　《北野社頭遊楽図》（三井銀行本）
　三井本（図 8）は、画面右に北野社を、左端に経堂を配し、東門から表門の東側（第三扇～
第五扇下部）に右近の馬場を描く構図や、回廊をめぐらし三光門を備えた慶長度の再建後の社
殿を描く点で、旧山岡家本と全く同じであるが、旧山岡家本、サントリー本に描かれた阿国歌
舞伎が省かれている。
　ところで、三井本（図 8・図13）は旧山岡家本（図 5）と構図を同じくするとはいえ、若衆
の姿や酒宴に興じ歌い踊る享楽的な人物描写が目を引き、おおらかで天真爛漫な雰囲気をもつ
点で、旧山岡家本と大きく異なる。人物描写に注目すれば、本図には寛永（1624～1643）末期
の風俗や流行が見て取れるという20）。そこで改めて北野社の正殿の背面（北側）に目を向けると、
19）	 田沢裕賀『遊楽図と歌舞伎図』（前出）35頁。
20）	 武田恒夫編『遊楽･誰ヶ袖』（日本屏風絵集成　第14巻　風俗画）講談社、1977年、101頁。
図 8　D《北野社頭遊楽図》北野社　89.0×273.6cm、（三井銀行本）
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正殿の背後には、新たに三間の背面庇が加えられ、柿色の羽織の社僧や烏帽子に白装束の神官
の姿がみえる。この背面庇の中央には、仏舎利を納めた舎利塔が祀られ、人々は正面から参拝
して後、背面へ回り、仏舎利に対して礼拝し祈願するのを常としたといい、神仏分離以前の北
野天満宮には特殊な信仰があったことを物語っている21）。この背面庇は明治二（1869）年に舎利
塔が常照皇寺に移管されるまで北野天満宮にあり22）、江戸時代の民衆的な神仏習合の表現をみる
ことができる。とはいえ、背面庇がいつ頃付けられたかは明らかでないため、景観年代につい
てこれ以上踏み込むことは難しい。本図に付加された背面庇について考える際には、景観年代
に加えて画中に頻出する「井桁に三」の文様などから、三井家との関係を視野に入れた制作背
景を考慮する必要があるだろう23）。それゆえ三井家本は、社殿の景観年代だけではなく、人物や
風俗（小袖の文様を含む）描写を汲み取り、ひとまず寛永期（1624～1643）としたい。
⑵　神明社本の景観
　ここではまず、神明社本（図 1）がどのような景観を描いているのかを確認する。画面構成
は上記の四点と同じく、右手を北にして、拝殿、正殿が南面する画面構成である。結論からい
えば、回廊をめぐらした慶長度の再建後の結構で、B旧山岡家本などの「洛中洛外図」の第二
定型に描かれたものとほぼ共通している。
　改めて神明社本の細部を確認すると、第一扇の正殿の右端が欠けているため、B旧山岡家本
に描かれた正殿の背後にある十二末社が描かれていない。神明社本は、享和元（1801）年に福
野神明社に奉納され、明治二十四（1891）年に額装に改装されていたが、改変による傷みが激
しく、昭和四十七（1972）年に明治期の補修を改めて制作当初の屏風装に戻している。とはい
え、現在、各扇の横幅はほぼ同じ寸法であることから、画面が切り詰められるなどの大きな変
更はなされていないようである。したがって、神明社本には十二末社は最初から描かれていな
かったということになる。このほか、東門脇の鐘楼も描かれていないが、これは意図的な削除
というよりは、下絵描と賦彩の二段階において複数の画工が担当したため、描き落とした可能
性が指摘されている24）。それ以外の北野社の建造物、経堂、右近の馬場、歌舞伎小屋の配置や形
状はと言えば、B旧山岡家本と完全に一致する。ところが、北野社を構成する建造物として最
21）	 黒田龍二「北野天満宮本殿と舎利信仰」『日本建築学会報告集』336号、1984年、146頁。
22）	「北野仏舎利常照寺安置始末」村上専精他編『明治維新神仏分離資料』上巻、東方書院、1926年、395～
401頁。
23）	 岩崎均史「北野社頭図」『浮世絵芸術』161号、2011年、49～53頁。
24）	 小林忠「北野社頭阿国歌舞伎図」（前出）参照。
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古のA歴博甲本にも描かれた忌明塔と石鳥居は、B旧山岡家本では描かれなかったが、この
神明社本では復活している。このことは、神明社本がこの忌明塔にとりわけ関心を持っていた
証左であろう。なお、忌明塔については、第三章で詳しく述べることにする。
　いずれにしても、北野社頭を描く際に最も重要なことは、社殿を形成する拝殿、本殿、回廊、
三光門、多宝塔、鐘楼、東門、表門などの形状と位置関係を正確に写すことであった。印象に
残る大きな建造物と比べ、周囲の景物に埋もれて見過ごしがちな小さな祠、五輪塔、影向松で
さえも、A歴博甲本の時代から実物に即して忠実に描いている。そればかりか、室町時代に盛
期を迎えた北野経堂（経王堂）、平安時代からの旧跡として知られた右近の馬場など、制作当時
（慶長期）には廃れていた、いわば過去の記憶に残る景物についても「北野社頭図」を構成する
重要なモチーフとして扱っているのである。
　このように建造物、景物を可能な限り正確に描写しようという行為について、A歴博甲本の
解説はつぎのように述べている25）。
　北野には、これとこれがあると、はっきり名所・旧跡を意識して描いているのである。
（中略）　誰もが知っているもの、あるべきものをきっちりと描く。だから説得力があるの
である。こうした部分を手抜きすると、絵全体が絵空事になってしまい、顧みられなくな
る。事実を描写したからこそ迫力があり、今日まで伝えられたのである。
　洛中洛外図はこのような参詣案内や名所案内としての機能を有していたからこそ、鑑賞者は、
訪れたことのない画中の名所や旧跡がどのような由来や伝承を持っているのかについてあらか
じめ知識を持っていたと思われる。それは、古代の名所絵が、実際に訪れたことのない場所を
和歌に詠み、その知識に裏打ちされて作られたイメージを共有して絵を鑑賞していたことと少
なからず重なる部分である。
　ではここで、実際に訪れたことのない名所の景物について、当時の鑑賞者はどのような知識
をもっていたのかを確認してみたい。
　「北野社頭図」では、拝殿前の斎庭に、紅梅とともに植えられた松や、境内から周辺地域へ広
がる松林が描かれているが、画中に必ずといってよいほど描かれているのが影向松で、画面左
手、拝殿から最も南に位置している。《北野社参詣曼荼羅》（図 2）では、この影向松を墨書で
25）	 水藤真『歴博甲本　洛中洛外図屏風を読む』（歴博ブックレット11）、国立歴史民俗博物館、2007年、68
頁。
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「雪見岡」と記している。時代は少し降るが、貞享元（1684）	年、黒川道祐によって刊行された
『雍州府志』は、山城国最初の地誌で「影向松」について以下のように記している26）。
『雍州府志』巻九　古跡門下
在二リ北野経王堂ノ前一ニ、相伝フ、菅神託シテ日ク、初雪降ル時必ズ可レ有レル来二現斯ノ
松ノ上一ニ、故ニ松梅院冬毎二ニ初雪一必ズ於二テ斯ノ松下一ニ遥拝スト云
　すなわち、影向松は北野経王堂の前にあり、菅原道真公のご神託よると、初雪が降ると必ず
この松の上に前兆が現れると言い伝えられていた。そのため（北野社の神官である）松梅院様
は、冬になって初雪が降ると、必ずこの松の下で遥拝をおこなったという。この松梅院の遥拝
についての記事は、『北野社家日記』天正十八（1590）	年十一月一日条に「今夜初雪降、やうか
う松へも参候」とあり、影向松についての伝説は広く言い伝えられていたようである27）。また、
『雍州府志』では、最初に影向松と北野経王堂という二つのランドマークの位置関係を明確にし
ている点も見逃せない。
　さて、北野経堂が北野社を構成する重要なモチーフであることは前述したとおりであるが、
北野経堂が最も栄えたのは、室町時代である。室町幕府三代将軍の足利義満（1358～1408）が、
明徳の乱で敗者となった敵の武将山名氏清の武勇を称え、その菩提を弔うために、明徳三（1392）
年に建立した寺で28）、室町幕府の主導で経典の書写を行う「北野万部経会」「北野千部経会」が
しばしば挙行された。室町時代の公家の日記である『言継卿記』、『実隆公記』には、この万部
経会についての記事が散見され、また、上杉本《洛中洛外図屏風》では、経堂に多くの僧侶が
ひしめき合って勤行する様子や、経会に集う武士の姿が描かれ、当時の盛行の様子が窺えると
いう29）。しかし、このような状況は、あくまで初期洛中洛外図における描写例であり、本論の主
たる対象である、いわゆる第二定型とよばれる徳川の象徴である二条城を中心に描いた「洛中
洛外図」や「北野社頭図」が制作された時期には、北野経堂はすでに有力な帰依者を失い、衰
退に向かっていく時期と合致する。たとえば、Cサントリー本の経堂では、巡礼者や参拝者が
堂内で坐ったり、寝転んだりして、外を眺めてそれぞれ気ままに休息する姿を描いており、本
26）	 黒川道祐『雍州府志』野間光辰編（新編京都叢書　第10巻）臨川書店、1976年、648頁。
27）	 竹内秀雄校訂『北野社家日記』第 4巻、（史料纂集）続群書類従完成会、1973年、200頁。
28）	 下坂守「大報恩寺の沿革」『大報恩寺の美術と歴史』柳原出版、2008年参照。
29）	 マシュー･マッケルウェイ「〈北野経王堂〉と〈諏訪の神事〉―室町時代京名所扇面図の場と記憶―」
松本郁代、	出光佐千子編『都市をうつすメディア』（風俗絵画の文化学 1）、思文閣出版、2009年参照。
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来この経堂でなされていた勤行や万部経や千部経の書写などを画中から見出すことはできない。
そして、十七世紀末には、ついに経堂の描写は画中に確認できなくなるという30）。しかしながら、
先に引用したA歴博甲本の解説にあるように、衰退し荒廃していた経堂でさえも、北野の聖地
を構成する重要な名所、旧跡として扱われ、明確な意図をもって描かれていたことがわかる。
⑶　神明社本の位置づけ
　これまでAからDの四点の「北野社頭図」の景観年代を、豊臣秀頼による北野社再建の時
期を手がかりに確認してきた。その結果、再建前の景観を描くものはAとCで、A歴博甲本
が1530年頃と最も古く、ついで阿国の歌舞伎を描いたCサントリー本が、慶長八（1603）年四
月から慶長十二（1607）年十二月以前の四年間であると推定した。これに対して、再建後の景
観を描くものはBとDで、B旧山岡家本の景観年代は、慶長十二（1607）年十二月から慶長
十九（1614）、元和元（1615）年頃までの八年間と推定した。Dは社殿から詳細な年代は判断
できないものの、前述したように人物や風俗の描写からとりあえず寛永期（1624～1643）とし
たい。
　では神明社本（図 1）の景観年代は、これら「北野社頭図」のなかで、どの時期に位置づけ
られるのだろうか。神明社本（図 9）は、B旧山岡家本、Cサントリー本と同様、歌舞伎の場
面を描いている。舞台は橋懸りを備えた本格的な能舞台であり、舞台向かって右から小鼓、大
鼓、太鼓がみえる。画中では確認できないが、おそらくこれに笛を加えた能楽の囃子と同様の
構成であったと思われ、能の舞台、囃子を転用した初期歌舞伎の状況を見て取ることができる。
　舞台をみると、橋懸りから道化役の猿若が腰を屈めて登場し、舞台中央の右手には扇で顔を
覆った茶屋のかかと腰に刀を差して若衆に扮した和尚（娘歌舞伎のスター、座長）が手を繋い
で立っている姿が見える。この茶屋のかかと和尚の立ち姿は、三世中村梅玉旧蔵本（松竹大谷
図書館蔵）の奈良絵本『かぶきのさうし』にも掲載されており、「茶屋遊び」の一場面を描いた
ものであるという31）。つまり神明社本は、B旧山岡家本やCサントリー本と同じく、阿国の始
めた「茶屋遊び」を描いていることがわかり、さきに引用した『当代記』巻三、慶長八年四月
条の記述を裏付ける描写である。
　そこでB旧山岡家本と神明社本の歌舞伎小屋を比較すると、前述したようにB山岡家本で
は、桟敷席のない舞台のみの簡素な造りであり、飲食などの光景は見られない。これに対して、
30）	 同前参照。
31）	 服部幸雄「初期歌舞伎の一画證について―大和文華館本『阿国歌舞伎草紙』考―」（前出）参照。
311福野神明社所蔵《北野社頭阿国歌舞伎図屏風》の美術史的意義について	
神明社本（図 9）は、橋懸りのある本格的な（常設の）能舞台であり、囃子方の後方から、舞
台をコの字形に囲むように桟敷席を設けている32）。見物客をみると、若衆が長煙管で喫煙してい
たり、漆塗りの重箱をひろげて飲食したりする様子を描いている。煙草は慶長十一（1606）年
頃に大流行したが、その後禁令と流行を繰り返したため、具体的な年代特定の手掛かりとする
ことは難しい33）。とはいえ、神明社本では旧山岡家本で登場しない喫煙風景を描いていること、
舞台の結構、飲食の状況などを考慮すると、神明社本は旧山岡家本より後に位置づけることが
妥当である。
　このように空間構成や建築物の配置については、旧山岡家本と神明社本はほぼ合致しており、
人物の配置についても、描写の違いはあれどもほぼ共通している。両者の作者が狩野派正系の
絵師であると推定されていること34）、また洛中洛外図の一場面が独立して、名所遊楽図が生み出
された経緯を踏まえると、神明社本はB旧山岡家本を祖本（粉本）として制作されたことがわ
かる。そればかりでなく、六曲一隻に対角線状に金雲を配して画面を分割し、右上に北野社（名
32）	『史籍雑纂』第 2巻（前出、99頁）の「当代記」巻四、慶長十二年二月十三日条には、江戸城本丸と西の
丸で行われた勧進能の舞台に桟敷席があったことが記されている。
33）	 日本における喫煙の習慣については、展覧会図録『近世初期風俗画　躍動と快楽』（たばこと塩の博物
館、2008年、 6～11頁）の岩崎均史氏の解説に詳しい。
34）	 田沢裕賀『遊楽図と歌舞伎図』（前出、55頁）では、旧山岡家本の絵師を狩野派正系の絵師としており、
小林忠「歌舞伎図概観」（前出、51頁）では、神明社本の画風は、狩野孝信の系統に属する典型的な狩野派
のものと述べている。
図 9　《北野社頭阿国歌舞伎図》部分　歌舞伎小屋（神明社本）
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所化した聖地）を、左下に阿国歌舞伎（最先端の遊楽）を置くこと、すなわち聖を奥に、俗を
手前に置くことで、両者は好対照をなし、明快で印象的な画面を創り出しているのである。さ
らに神明社本を粉本として構図、金雲を同じくする《京名所図屏風》（滴水美術館蔵）をはじめ
三井本のような派生作品がいくつか制作され、神明社本が名所図と歌舞伎図という異なる二つ
の画題を融合した「北野社頭・阿国歌舞伎図」の誕生に大きく寄与した作品であると位置づけ
ることができるだろう。したがって、「北野社頭図」の系譜のなかで神明社本の位置づけを考え
ると、神明社本の景観年代は慶長十二（1607）年十二月から慶長十九（1614）、元和元（1615）
年頃までの八年間で、B旧山岡家本に少し遅れた時期の景観を描いているものと結論づける。
3 　参詣者の姿
　ここでは、神明社本に描かれた点景人物のうち、北野社の参詣者に焦点をあて、参詣者がど
のような人物として表象されているかについて、拝殿の参拝者、少年参拝者の一行、忌明塔の
前で宴をする人物を取り上げて考察することとする。
⑴　拝殿の参拝者
　北野社の拝殿には、貴賤老若を問わず、実にさまざまな人物が描かれている。顔料が剥落し、
下絵の線が見えるなど、神明社本の状態は良好であるとは言い難いが、画中の参詣者を観察す
ると、それぞれ個性が表れており興味深い。なかでも最も目を引くのは、斎庭の中央に跪いて、
開いた扇を膝前に置いて祈る男の姿である（図10）。男は緑の着物に刀と脇差を腰にたばさみ、
印籠を下げていることから、武士であることがわかる。開いた扇を膝前に置く仕草は、網野善
彦氏によると、いわば「覆面」を脱ぐのと同じ意味を持っており、現在にいたるまでつづく、
神仏の前で「脱帽」する習俗の源流をここに見出すことができるという35）。たしかに神明社本で
は、わずかに拝殿を仰いで両手を合わせ、一心不乱に祈りを捧げる武士の姿からは、神仏への
誓願と、それが成就することを冀う敬虔な信仰心が感じられる。ただし、この祈る武士の図様
は、神明社本のオリジナルではなく、祖本（粉本）と考えられるB旧山岡家本においても、同
一場面で見出すことができ、図様、賦彩ともに合致することが確認できる（図11）。そればかり
でなく、十六世紀中頃の景観を描いたと考えられる《八坂法観寺塔参詣曼荼羅》（法観寺蔵）を
みると、画面左端の八坂神社の本殿前では、一人の男が開いた扇を膝前に置き、跪いて両手を
35）	 網野善彦『異形の王権』（平凡社ライブラリー10）平凡社、1995年、118頁の註11参照。
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合わせて祈る姿が見える36）。法観寺の五重塔を中心に、貴賤、聖俗を問わず、さまざまな階層の
参詣者で賑わう境内には、このような仕草で祈る人物は、八坂神社の参詣者ただ一人であるこ
と、なおかつそこが神前であることが特筆すべき点であり、神明社本の特徴を考えるうえで興
味深い。このようにB旧山岡家本、神明社本ともに、参拝者のなかで武士の姿がひときわ際立
つのは、他の参拝者と異なる仕草や行為によるところが大きい。さらに、先行する《八坂法観
寺塔参詣曼荼羅》で確認したように、扇を膝前に置いて祈る参詣者を拝殿に描くことによって、
そこがとりわけ神聖な、神の在す場所であることを鑑賞者に伝えているのである。
　それでは、拝殿にいる他の参拝者にはどのような特徴があるのか、B旧山岡家本、神明社本、
D三井本と時系列に従って確認していきたい。まず、B旧山岡家本では、五人の男性参拝者の
姿を描くが、そのうち一人は斎庭で祈る武士で、他は、拝殿で参拝をする二人、参拝を終えて
西門から退出する二人である（図11）。つぎに、神明社本はB旧山岡家本と類似する人物配置
であるが、新たに拝殿で参拝する三人の男と、西門から入ってきた一人の男、回廊の端に腰掛
けて休息する尼僧を一人描き加えている（図10）。B旧山岡家本では、拝殿内の参詣者がすべ
36）	 下坂守「参詣曼荼羅の空間構成」「参詣曼荼羅考」（『描かれた日本中世』法蔵館、2003年）は、《八坂法
観寺塔参詣曼荼羅》の景観年代について、画中の五条橋から清水坂の風景が十六世紀半ばに制作された清
水寺本《清水寺参詣曼荼羅》と近似すること、さらに、下坂守「中世京都・東山の風景」（松本郁代、	出光
佐千子編『都市をうつすメディア』前出、70頁、註 2）では、島津家久の日記『中書家久公御上洛日記』
の記事を引用し、天正三（1575）年以前の景観を描いたものであると指摘している。
図10　《北野社頭阿国歌舞伎図》祈る武士（神明社本）
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て男性であるのに対して、神明社本では、その中に尼僧を描いている点が特徴的であり、神明
社本の性格を考えるうえで重要である。このほか、神明社本ではいま一人尼僧を描いており、
東門から拝殿に入ろうとしている人物がそれである。これらの尼僧は、いずれも裏頭（かず）
に薄墨色の衣をまとっており、着衣のみならず、従者を帯同していないこと、杖などを持たな
いことも共通しており、同一人物を描いているように思う。そうであるならば、一場面に同じ
人物を何度も描く、いわゆる異時同図法を用ることによって、参籠の軌跡や時間の経過を表し
ていると考えられる。というのも結論を先に言えば、異時同図法は参詣曼荼羅においてもしば
しば用いられる手法である。十六世紀末に制作されたと推定される《清水寺参詣曼荼羅》（紙本
著色、168.5cm×176.8cm、滋賀県、中島家蔵）では、延年寺谷から音羽の滝（画面右下）に
向かう、一般の参詣道と異なるルートを進む二人組の人物が、画面左上の田村堂に至る参詣道
においても確認できるため、麓から山頂の堂宇に至る参詣の状況を示していることがわかるか
らである37）。この人物については、先導する剃髪姿の男を清水寺の開創者である僧延鎮、これに
従う弓矢を持った男を坂上田村麻呂とする説が提示され、狩猟の際に僧延鎮と出会った坂上田
37）	《清水寺参詣曼荼羅》については、おもに以下の文献を参照した。
	 大阪市立博物館編『社寺参詣曼荼羅』（前出）120～121頁、下坂守『参詣曼荼羅』（日本の美術331号）至文
堂、1993年、42頁、下坂守「中世非人の存在形態―清水坂「長棟堂」考」『芸能史研究』101号、1990年、
1～22頁参照。
図11　B《洛中洛外図》祈る武士（旧山岡家本、京都国立博物館蔵）
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村麻呂がともに清水寺を創建したという縁起図像を参詣図に描き込んだものであるという38）。こ
のように、現実の参詣者ではなく、縁起や信仰に深く関わりのあった人物（延鎮と坂上田村麻
呂）を、特定の事物（田村堂）と組み合わせて、なおかつ異時同図法を用いて描くことによっ
て、参詣曼荼羅の中で特別な存在であることを強調しているようである。このような参詣曼荼
羅の特徴を考慮に入れると、神明社本に描かれた尼僧についても、単なる一般参詣者ではなく、
北野社の縁起やそこに伝わる逸話と何らかの関係がある人物を描いている可能性もあるだろう。
　そこで、神明社本の尼僧について、《北野社参詣曼荼羅》（図 2）を手掛かりに改めて考えて
みたい。画面下方、鳥居の左上には、二つの小さな祠があり、画中には「西宮殿毘沙門」「松童
／八幡弥陀」との書き込みが確認できる（図 2、図12）。図12の祠では、被衣姿の女が宝珠を捧
げており、その床下に潜り込んで、身体を小さくして眠る女の姿が見える39）。この眠る女は、社
殿の床下に籠もって願掛けを行った「床下参籠」を描いたもののようで、『平家物語』巻一で
は、息子の病気平癒のために関白藤原師実の妻が、下々が参籠する下殿で朝夕奉仕するという
願立を行ったことが記されている40）。このように「床下参籠」は貴人の強い祈願の象徴として見
倣されていたようである。この信仰を踏まえて、神明社本を見ると、回廊に腰掛ける尼僧が、
参拝後に社殿に留まっている点に留意すると、これが単なる休憩ではなく、夜になって床下に
籠って何らかの祈願を行おうとするようには見えないだろうか。いずれにしても、鑑賞者は、
神明社本の尼僧の姿を通して、北野社での参詣を追体験することによって、実際に北野社を訪
れる前に、自らの心願を改めて確認することができるのである。
　最後に、D三井本では、参拝者は男女あわせて十三人に上り、拝殿前は賑わっている。参拝
者の数だけはなく、拝殿の欄干に腰掛ける男、拝殿前でおしゃべりに興じる男、梅や桜花を眺
める女などを描いており、社殿への参詣風景を描くというよりは、名所にやって来て物見遊山
に興じる人々の姿を描出しているように見える（図13）。言い換えれば、B旧山岡家本や神明
社本で描かれた聖地（拝殿）は、D三井本では聖地と俗世の境界が崩れ、聖地が名所化して遊
楽図へ傾斜する状況を示しているのである。
　以上のことから、神明社本の参詣者の特徴として、現世利益を求める俗人だけでなく、真摯
に祈る武士の姿や、尼僧の姿を新たに描き加えている点、参拝者が拝殿をめぐる軌跡がわかる
ように描いている点を挙げることができる。この特徴は、絵解きによる境内図という機能をも
38）	 二人連れの人物については様々な説が提示されているが、本稿では徳田和夫「絵解きと物語享受」（『文
学』54号－12、岩波書店、1986年、191～204頁）を参照した。
39）	 大阪市立博物館編『社寺参詣曼荼羅』（前出）202～203頁参照。
40）	 市古貞次校注・訳『平家物語一』（新編日本古典文学全集45）小学館、1994年、80～82頁。
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つ《北野社参詣曼荼羅》（図 2、図 3）に、聖俗を問わず老若男女の参詣者のさまざまな宗教的
行為を描いている点と共通する要素である。
⑵　少年参詣者の一行
　神明社本の点景人物のなかには、町中を歩く主従一行の姿が描かれている。そのなかに、頭
に大きな袋を載せた従者をつれた一行が、四組みえる（図14）。その内訳は、被衣姿の女性と少
年と供の侍女の組合せが三組、老女の手を引く娘と供の侍女の組合せが一組である。興味深い
ことに、この袋持ちの侍女は、北野社の景観、人物表現が神明社本と共通し、神明社本よりや
や時代の降る《洛中洛外図屏風》（勝興本）においても見出される。B旧山岡家本と神明社本
図12　《北野社参詣曼荼羅》部分床下の参籠者
図13　D《北野社頭遊楽図》北野社（三井本）
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の先後関係で前述したように、「洛中洛外図」と「北野社頭図」の制作環境は、同一の流派や工
房など親しい関係にあり、そのため粉本の共有などを通じて、他作品で類似のモチーフを探す
ことは比較的容易である。ただし、勝興本などの「洛中洛外図」では、被衣姿の女性と少女と
侍女という女性の一行がほとんどで、少年の一行の例はあまり見かけない。
　そこで、この少年の一行が神明社本に描かれた理由を明らかにするために、まず侍女の持つ
袋に注目したい。神明社本が制作された時期の同時代資料であり、なおかつイエズス会の宣教
師が日本における布教のために、口語を中心に文書語、歌語、仏教語、女房詞、幼児語、方言、
卑語、教会内で用いられた語など三万語を掲載し、室町時代から桃山時代の日本語を最もよく
伝えているという『日葡辞書』（1603～04年刊行）で、この袋について調べてみた。すると、
「Vuazaxi	ウワザシ（上刺・表刺）総（ふさ）や縁飾りを付け、立派な装飾を施した、婦人の使
う絹製の袋の一種」が該当する41）。この『日葡辞書』の記事によると、巾着袋のような小ぶりの
袋物の印象をうける。ところが画中の袋はかなりの大きさである。そこで、『国史大辞典』で
「表刺袋（うわざしぶくろ）」を調べると、次のように記されている42）。
　衣服や調度を納めて持参させる布帛製の袋。方形の底をつけた袋で、地質を堅固にする
ために、平打の組緒を長短交互に表刺縫いとして縦横にめぐらし、装飾を兼ねて表刺（差）
袋という。袋の口の周囲は、細い丸組の緒を掛けまわして「つがり」とし、太い丸緒を通
して括り結びとした。袋の大きさは、納めものによって相違し、宿直用の装束の袋は、大
41）	 土井忠生、森田武、長南実編訳『邦訳　日葡辞書』岩波書店、1980年、738頁。
42）	 国史大辞典編集委員会	編『国史大辞典』第 2巻、吉川弘文館、1980年。
図14　神明本　少年参詣者の一行 図15　『好古小録』戴嚢
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きく仕立てて宿直袋（とのいぶくろ）ともいい、袋持の従者の頭上に載せて運ばせた。理
髪具や手箱の袋は調度袋といい、抱えて持参させた。近世は婚礼の飾調度として、表地を
唐織、裏地を綾や平絹で華麗に仕立てるのが例となった。
画中の袋の大きさから考えると、宿直用の装束を入れた宿直袋であったと思われる。
　では、この袋は、実際どのくらいの大きさであったのだろうか。時代は降るが、十八世紀に
考証学者の藤貞幹（1732～1797）が著した、器物についての絵入り解説書『好古小録』の下巻、
雑考五十二の戴嚢の項に「戴嚢　口方一尺四寸、深一尺四寸、表差組廣七分許［流蘇二寸許］、
組紃七尺餘［流蘇一寸許］」とある43）。挿絵（図15）をみると、表刺袋と形状は同じもののよう
である。この記述によれば、袋の大きさは53cm四方で、紐の長さは265cm、紐の房は3.8cmほ
どとあり、ちょうど座布団が入るくらいの大きさになるため、画中の人物の表刺袋はこれと同
じもののようである。その用途は、宿直袋のように参籠のための夜具や衣裳を入れたものであ
っただろう。
　北野社における参籠の状況は､第一章、第一節のB旧山岡家本で前述したとおり、足利将軍
や天皇、公家など貴顕の参籠の記録が残るが、それ以外の階層については定かではない。ただ
し、慶長期には毎年一ないし三回、天皇や公家が北野社に参籠し法楽和歌会が行われていたほ
ど、参籠が盛んであったことが知られている44）。
　そこで、表刺袋が参籠に用いられたことを裏付ける画中資料を確認すると、女性参詣者の参
籠の様子を描いた《石山寺縁起絵巻》第五巻第十一段（図16）を挙げることができる。数珠を
手にして仏に祈願していた女性が、疲れて寝入ってしまうと、夢に観音菩薩が出現する場面で
ある。屏風を立てた畳の上で眠っている主人の側で、供の一人は眠り、もう一人は起きてあた
りを警戒している。おそらく交替で主人を守っているのだろう。このような昼夜を問わず神仏に
祈願する参籠風景は、中世から近世にかけての社寺参詣においても一般的であったようで、御
堂や宿坊などに宿泊して神仏に祈願したのである。例えば、鞍馬寺では近世初期に参籠が盛ん
になるにつれて、宿坊の整備が進み、一般参詣者が参籠するための建造物が新造されたという45）。
43）	『好古小録』は、国立国会図書館デジタルコレクションで検索した。
	 http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2538785（2017年 9月 8日アクセス）
44）	 北野社参籠および法楽連歌会、法楽和歌会の記録については、東京大学史料編纂所ホームページの「大
日本史料総合データベース」で検索した。
　http://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller（2017年10月 5日アクセス）
45）	 野地秀俊「中世の鞍馬寺参詣にみる宿坊の一形態―寺院と人々をつなぐもの」『鷹陵史学』35号、2009
年参照。
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　ところで、神明社本に話を戻すと、先に述べた三組の少年参詣者うち、東門から入る一行と
北野経堂を参拝する一行の少年を比べると、いずれも振袖に袖無しの胴服を組み合わせた衣裳
であること、母親の半分ほどの背丈であること、さらに被衣姿の母親と袋持ちの侍女の合計三
名の組合せであることが共通していることから、これらは同一人物であるように見える。ちな
みに余談ながら、三光門付近の少年一行は、被衣姿の女性二人に袋持ちの侍女、少年の都合四
名であり、少年は九星紋がデザインされた小袖を着用し、母親の肩あたりの身長であることか
ら、前者の一行とは明らかに別人として描いていることがわかる。
　第一節の《清水寺参詣曼荼羅》（中島家本）で確認したように、神明社本においても、東門付
近と、経堂で祈りを捧げる少年参詣者の一行は、異時同図法で描かれているようである。そこ
でこの二箇所の間を辿ると、東門を起点として、本殿で参拝後、回廊を巡り表門へ出て影向松
を経て、さらに南西の方向に進んで経堂を終点とする、北野社頭を巡る参詣道が出来上がる。
「参詣曼荼羅」と同様に、夥しい参詣者の中から特徴的な人物を選んで、繰り返し描くことによ
って、神明社本は、「参詣曼荼羅」が有していた参詣のための案内図としての性格のみならず、
信仰のための案内図としての性格も担っていたといえるだろう。
　では、ここで少年についてもう少し詳しく見ていきたい。図14は、東門から境内に入る一行
で、先頭は赤地の振袖に黒の胴服を着用した少年が、鳥居の傍らで売られている御弊餅を指さ
している。後から母親が朱傘を少年に差し掛けている。少年に傘を差し掛けるのはこの場面の
みである。侍女ではなく、母親がわざわざ傘を差し掛ける点が､この少年にとって北野社に参
詣するという行為が、格別な意味があることを示しているように思う。また振袖についても、
同時代の少年の肖像画がすべて振袖を着用しているわけではないため、日常着ではなく、晴れ
図16　《石山寺縁起絵巻》第五巻　部分（石山寺）
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着の可能性が大である。澤田和人氏によると、振袖が出現するのは十五世紀中頃で、振袖の着
用者は、裕福であったり、説話で神仏の加護や託宣の対象になっていたりと、一握りの特別な
子どもに限られるという46）。そうすると、画中の少年は神仏の加護や託宣を受ける特別な参詣者
であると考えられる。
　さらに、この参詣の特別な意味を理解する手掛かりとなるのが、出光美術館所蔵の《阿国歌
舞伎図屏風》（図17、六曲一双のうち右隻）である。この屏風は、六曲一双の右隻に北野社と人
物を、左隻に歌舞伎小屋を描くものである。右隻第六扇には、金雲の間から北野社とおぼしき
建物の一部をのぞかせている。その建物を背に左から右に向かって、参拝を終えた少年と被衣
姿の女性二人、袋持ちの侍女一人を描く。少年は赤地に桜花文様の振袖と胴服を着用してい
る47）。神明社本の少年の着衣も赤い振袖に黒の胴服姿であったことから、小袖に袖無しの胴服を
合わせる装いは、少年の参詣に相応しい身なりであったことが窺える。第五扇では、少年を迎
える六人の男性を描いている。壮年の武士や僧形の男性に混じって、少年よりすこし年嵩の肩
衣姿の少年がみえる。振袖の少年の兄であろうか。男性六人の集団のなかには、口髭をたくわ
えた父親らしき人物や、杖をついた隠居姿の祖父らしき人物、長刀を肩に担でかぶき者のよう
なポーズをとっている武士の姿もみえる。右隻は、少年をともなって父母や親族が総出で北野
46）	 澤田和人「振り袖と少年」『歴博』第137号、2006年参照。同記事は国立歴史民俗博物館ホームページの
以下のURLで公開されている。
	 https://www.rekihaku.ac.jp/outline/publication/rekihaku/137/witness.html（2017年 8月 3日アクセス）
47）	 少年の着用する肩に二つ引のある胴服は、豊臣秀吉が天正年間の戦功で報償として家臣の古田大膳大夫
重治に下賜し、その後重治から家臣の今村六左右衛門一正に下賜されたという伝来の胴服と酷似している。
山辺知行『武家の染織』「日本の染織」第 3巻、中央公論社、1982年、36～37頁参照。
図17　《阿国歌舞伎図屏風》右隻部分　第五扇、第六扇（六曲一双、出光美術館蔵）
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社に参詣する様子を描いているのである。おそらく七歳、もしくは十三歳の帯解儀式のためか、
あるいは赤地の振袖を着用していることや、天神信仰を鑑みると、厄除け祈願であるかもしれ
ない。武士にとっても学問をつかさどる北野天満宮への信仰は浅からぬものがあったようで、
幕末の事例であるが、水戸藩士の屋敷神についての記述で、武の鹿島明神に対して、文の管公
を祀ったという48）。いずれにしても子供の健やかな成長を祈願するために、北野社に参拝した参
詣者であることは疑いようがない。
⑶　忌明塔の前での宴席
　『都名所図会拾遺』巻一は、忌明塔の位置について、「忌明塔　同所の南にあり。五輪石塔婆
高サ八尺許。前に石の鳥居あり。古より服穢を脱る日、先づ此塔に詣て神拝すと「穴太記」に
見えたり」と記している49）。これによると、忌明塔は、高さ二メートル四十センチばかりある五
輪の石塔で、その前に石鳥居を伴うことがわかる。A歴博甲本（図18）、神明社本（図19）を
確認すると、この記述のとおり忠実に、巨大な五輪塔と石鳥居を描いていることが分かる。A
歴博甲本は、また、五輪塔を拝む人々を描く。服喪が明けるとまずこの塔に参ったというので
ある。
　また、北村季吟が神社の由来などを記した京都地誌の『菟芸泥赴（つぎねふ）』（貞享元［1684］
年刊行）には、忌明塔の機能について以下のように記している50）。
48）	 山川菊栄『武家の女性』（岩波文庫、14～15頁）は、幕末の水戸藩士の山川家の例として、武家屋敷内に
屋敷神を祀っていたという。神棚には伊勢神宮と鹿島神宮を祀り、庭の稲荷社には、いつの頃からか、天
神を祀るようになったという。これは武の鹿島明神に対して、文の菅公を祀ったためであるという。
49）	 秋島籬島『都名所図会　拾遺都名所図会』（京都叢書）京都叢書刊行会、1916年、25頁。
50）	 北村季吟『菟芸泥赴』野間光辰編（新修京都叢書　第12巻）臨川書店、497～498頁。
図18　A歴博甲本　忌明塔
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　南の鳥井の西のかたはらに石塔有。浄蔵貴所の墓とかや。或は浄蔵貴所の父清行すてに
死たりしを、浄蔵いのりて蘇生有し也。其後菩提のためにこの五輪をたつ。おやをよみが
へらん事をねがふもの、此塔にまうでゝより今親の中陰過たるもの爰にまうづとぞ
　ここでは、五輪塔は、平安中期の僧侶である浄蔵貴所（891～964）の墓であるという。浄蔵
貴所が、亡父の蘇生を願って祈ると、蘇生したという。その後菩提を弔うために五輪塔を建立
したのである。この塔に親の蘇生を願って参拝するとも、親の亡くなった後、四十九日の済ん
だ後に、精進明けに参拝するともいわれている。すなわち、五輪塔は、このような由来や伝称
に基づいて、信仰を集めた著名な塔であり、影向松とともに北野社頭図に描くべき重要な旧跡
（モチーフ）なのである。
　A歴博甲本（図18）に描かれた忌明塔をみると、前述した文献にあるとおり、真摯に祈る人
の姿が描かれている。人物に比べてはるかに大きな塔が畏敬の念を起こさせる。ところが、神
明社本では､父母の蘇生を願い、菩提を弔うべき浄域である五輪塔の前で、緋毛氈を敷いて宴
席が設けられている。男性ばかりの集団で、そのなかには僧侶と、その後に控える赤い着物を
きた喝食の姿もみえる。とはいえ、嶋台と漆塗りの重箱を置き、盃を手にして酒を酌み交わす
様子を描くが、酒に酔って乱れたり、踊り謡ったりする人物はみられない。和やかに語らうと
いった雰囲気が感じられる。人々の動作が小さく、特異な仕草がないことも静けさの一因だろ
う。一方、同じく男性ばかりの宴席を描いた《高雄観楓図屏風》（図20、狩野秀頼筆、紙本着
色、六曲一隻、東京国立博物館蔵）では、全体的に上品な雰囲気ではあるものの、酒が入って
興に乗って鼓を打ち、歌う人物や踊り出す武士などが描かれており、静かに盃を重ねて飲食を
する神明社本の宴席とは趣を異にしている。
　さて、このような神聖で厳粛な場所での宴席を描くことは、一見眉を顰める不謹慎な行為に
思えるかもしれないが、五輪塔が別名忌明塔と呼ばれ、その由来を正しく知れば、この静かで
穏やかな雰囲気の宴席は、彼らの父母の忌明けの精進落としの宴席と考えてもよいように思わ
れる。
　当時の忌明けの状況については、室町時代の公家山科言国が記した、『言国卿記』が手掛かり
となるだろう51）。明応三（1494）年七月、夜盗に殺害されて十七歳の生涯を閉じた、息子定言の
冥福を祈るため、言国は息子を埋葬した日から精進潔斎して写経を始め、百か日まで続けた。
当時三十五日、四十九日で忌明けをすることが一般的であったなかで、言国の場合は三ヶ月に
51）	 豊田武、飯倉晴武『言国卿記』第五（史料纂集）続群書類従完成会、1977年、119～159頁。
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図19　神明社本　忌明塔
図20　《高雄観楓図屏風》部分　野外の宴席
図21　三井本　野外の宴席
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およんだため、著しく体調を損ねたことも記されている。そして写経が完成してのち「精進ほ
どき」を行った経緯が詳しく記されている。「精進ほどき」は、「精進あげ」「精進落とし」など
とよばれ、忌み明けから日常生活に入るけじめとして、魚肉を食べたり酒を飲んだりする行事
である52）。
　ただし、実際に五輪塔の前で精進落としが行われていたかどうかについては、文献資料で確
認できていないが、神明社本は、五輪塔を描く際に、忌明けの行事を画中に組み合わせて描く
ことによって、参拝者の父母の菩提を弔う心情を表現したかったのだろう。神明社本にとって
は､鑑賞者に対して、絵解きをするように、ここがどのような性格をもつ場所で、彼らが何を
しているのかを説明することが重要であったわけである。いわば「洛中洛外図」のもつ名所、
旧跡を正確に描いて、細部まで蔑ろにしないという精神があればこそ、神明社本はさらにそこ
にひとつ説明的な描写を挿入することによって、鑑賞者の想像を掻き立て、より明確で分かり
やすい表現、つまり現実感のある表現を加えたのである。
　とはいえ、D三井本（図21）になると、神明社本が表現した社殿の建造物とその由来をさり
げなく画中で説明するという機能は失われ、宴席での享楽に関心が移っていく。男女入り交じ
った酒宴に、立兵庫に結った遊女や若衆が、満開の桜花の下で現世を謳歌する。神明社本とは
比較にならない華やかさである。それ故にこそ、本来この場面の中心であった忌明塔は描かれ
ず、そのあるべき場所には、桜が植えられ、北野社頭図というよりは野外遊楽図の色合いが極
めて濃くなっている。
　このように、神明社本は、忌明塔の場面に宴席を付加することによって、忘れられた塔の由
来や伝承を絵解き風に説明しようとする点において、いわば参詣案内の要素が優勢な描写であ
り、決して遊楽に比重をおいた描写ではないのである。
おわりに
　近世初期に洛中洛外図から派生し、出現した名所遊楽図は、聖地・霊場を名所化し、現世を
謳歌する人々を表象するものであった。北野社頭図もそのひとつである。神明社本は、その一
例として、空間構成やモチーフなどの点では「洛中洛外図」（旧山岡家本）に依拠するものの、
六曲一隻に対角線状に金雲を配して画面を分割し、右上に北野社（名所化した聖地）を、左下
に阿国歌舞伎（最先端の遊楽）を描いて、それらを好対照をなすように配置し、聖を奥に、俗
52）	 瀬田勝哉『増補洛中洛外の群像　失われた中世京都へ』（平凡社ライブラリー660）平凡社、2009年、460
～483頁。
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を手前に置くことによって、明快で印象的な画面を創り出している。
　その景観年代については、北野社の結構を分析した結果、慶長十二（1607）年十二月から慶
長十九（1614）、元和元（1615）年頃までの八年間のものである可能性が高い。また、画中の点
景人物である参拝者をみれば、神仏に誓願する参拝者は、神への敬虔な信仰心を、少年参詣者
とその家族は、子供の健やかな成長を祈念し通過儀礼を見守る母の心情を、忌明塔での野外で
の精進落としは、亡き父母の菩提を弔う気持ちを表していることが確認できる。これらは、特
に武士とその家族を特徴的に描いていることから、上級武家階層を主たる受容者として制作さ
れたと考えられる。この神明社本が、かつて加賀藩主より福野の商家に下賜されたとの伝来も、
なるほど首肯すべきものがあるだろう53）。
　以上のことから、神明社本は、画中に鏤められた巡礼者や参詣者の姿を追いながら、自然に
聖地・霊場を巡ることができるように工夫する点、縁起や伝説、説話、旧跡など、社寺に纏わ
る事物を描き込む点において、名所遊楽図というよりは、十六世紀から十七世紀にかけて盛ん
に制作された参詣曼荼羅図に傾斜した性格をもつ風俗図として位置づける必要があると考える。
さらに、神明社本に描かれた阿国歌舞伎が勧進歌舞伎であったことは、参詣曼荼羅図が社寺再
建のための勧進を促すために制作されたことと共通する要素であり、神明社本の注文主を受容
者を考えるうえで看過できない。したがって、神明社本は、慶長期の大造営と境内整備のため
の勧進活動の一環として、北野社周辺で発注され、その受容者として、京都から地方に戻る武
家や豪商を対象としていたと推定したい。
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